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●研究内容
ﾘﾝｸﾞｻｲｸﾛﾄﾛﾝ加速器から得られる質量数1（陽子）

から10程度の軽ｲｵﾝﾋﾞｰﾑを用い、原子核ﾀｰｹﾞｯﾄとの反
応を測定し、高励起状態にある原子核の構造を調べ
る。散乱された粒子は、電磁石ｽﾍﾟｸﾄﾛﾒｰﾀ、多芯線型
ﾄﾞﾘﾌﾄ検出器などでそのｴﾈﾙｷﾞｰや散乱された方向を測
定する。さらに励起された粒子の粒子崩壊やγ線崩壊
を、半導体検出器や無機ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出器を用いて同
時に計測し、励起状態の構造を明らかにする。
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放射線測定装置、粒子測定（中
性子、γ線、荷電粒子の測定）

原子核の内部をのぞく

高励起状態にある原子核の構造

●特徴
加速器を用いた実験核物理学。粒子線測定装置の

研究開発。
電子蓄積ﾘﾝｸﾞに蓄積された108電子ﾎﾞﾙﾄから1010電子
ﾎﾞﾙﾄの電子と、ﾚｰｻﾞｰ光を散乱させることにより得ら
れる108電子ﾎﾞﾙﾄから109電子ﾎﾞﾙﾄの光子（逆ｺﾝﾌﾟﾄﾝγ
線、ﾚｰｻﾞｰ電子光）を線源として原子核に照射し、そ
の励起を測定し、原子核の反応、構造を調べる。
この目的のため、γ線と原子核の反応によって生じる
中性子を検出する測定装置の研究開発を行う。中性
子輸送計算、γ線、荷電粒子の物質内での相互作用の
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞを用い測定器の設計、性能評価を行う。

原子核構造、原子核反応、実験核物理、加速器物理
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